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はじめに

C．オルフの音楽教育が日本に紹介されて，す

でに20年余りが経過しようとしている。その間，

我が国の音楽教育界では，理論，実践の両面から

研究が進められ，それらの研究成果も発表されて

きている。

しかし，オルフの音楽教育においても同様であ

るが，外国から紹介される「メソッド」「システ

ム」などと呼ばれるものは，日本の学校教育の中

でどのように位置付け，授業の中で生かしていく

か，という，実際の指導法の研究部分で，足疎み

状態となりやすい。

そこで，本論文では，幼稚園における「音楽リ

ズム」の領域におけるリズム指導のあり方を研究

するために，オルフの音楽教育理念の適合性を明

らか忙し，さらに，保育実践の中で，体系化を試

みようとするものである。

I C．オルフの音楽と音楽教育理念

1　C．オルフ㌣こついて

ヵール・オルフ（Carl．Oi托1895－1983）は，

現代ドイツの代表的な作曲家であるとともに，す

ぐれた音楽教育者としてその功績を残した。彼の

作品および経歴を背景として，その音楽と音楽教

育の理念を明らかにしてみたい。

幼少の頃より，ピアノの即興演奏や言葉による

即興表現を得意としたオルフは，独学で作曲の勉

強を始め，19歳でミュソへソ高等音楽学校を卒業

した後，ミュソへソ，マソハイムなどの歌劇場の

指揮者を歴任した。

彼の興味の中心は，劇音楽に向けられており，

その主要作品は，ほとんどすべて，オペラおよび

舞台をともなう作品である。最も有名な作品は，

舞台つきのカソクータ「カルミナ・ブラーナ

（CarminaBrana）1937年」であり，後の，「カ

トゥリ・カルミナ（CatuliCarmina）1943年」，

「アフロディテの勝利（Trionfo diAfrodite）

1953年」と合わせて，3部作となっている。

彼の音楽の基調は，音楽，言語，動作（特に舞

踊的要素）という三つの基本的要素の完全な合一

をめざしているところにある。これは，ギリシア

古典劇の伝統をひいている。今日，一般に使われ

ている音楽（Music）という言葉は，ギリシア語

のムーシケ（Mousik畠）に由来している。この

Mousik色が，音芸術，詩芸術，舞踊芸術を包括

した総合芸術を意味する点で，彼の音楽の根底に

流れるものには，共通性が見出されるのである。

さらに，彼の原始主義への接近は，リズムの重

視を生み，単純な和声構造，オスティナート　ボ

ルドゥソ，リズムやメロディーの繰り返しがその

構成の原理となっている。このような様式は，後

述の「Musik fGrKinder」に．も，一貫して用い

られ，彼の教育理念と深く関係している。
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彼が，音楽教育者として出発したのは，1924年

に，ドロテ一・ギュソター（Dorothee Giinther）

と共に，体操・音楽・ダソスを総合的に教える

「ギュソター学校」を設立した時である。1920年

代のヨーロッパでは，体育がさかんになり，ドイ

ツでも各地に体操とダソスの学校が次々に設立さ

れた。リズムと運動感覚とを結びつけたリズム教

育の実践を鍵唱したダルクローズ（EmileJaqu－

es＝Dalcroze，1865～1950）は，当時の新しい運

動の審極的な推進者であり，オルフも，ダルクロ

ーズの教育法（Euryt士1mics）に興味を持ち，実

践をしたのである。

オルフは，この時，音楽教育の基本にリズムを

置くことを決め，音楽と運動を結びつけたリズム

教育の新しい理想を実現しようと試みた。彼がリ

ズムを指導の基本に置いたのは，劇場での仕事を

通して，オペラ歌手，俳優，舞踊家すべてにリズ

ム教育が欠けていることを痛感したからである。

つまり，彼らには，譜面からリズムを読み取るこ

とはできても，からだの中か、らわき出る生きたリ

ズム感が欠けていたのである。

ギュソクー学校で，彼は，いわゆる「オルフ楽
註l）

器」といわれる楽器を考案した。

まず，「なるべく簡単で，生徒たちが，歌った

り，身体を動かしたりしながら演奏できる」こと

をめざした打楽器を取り入れ，t　さらに，メロディ

楽器にも工夫を凝らした。このメロディー楽器

は，従来のシ′ロフォソ，メタロフォソ，グロッケ

ソシュピールなどであーるが，響板に工夫を施し，

さらに，必要に応じて音板を取りはずすことがで

きるため，換作しやすいものとなっている。

ギュソクー学校での指導を，彼の音楽教育活動

の創始期とみるならば，第二次大戦後の活動を，

発展期とみることができよう。

戦争により，学校を失ったオルフは，しばらく

作曲活動を中心に行なっていたのであるが，1948

年，ババリア放送からの俵兢により，戦前の彼の

音楽教育を，ラジオ放送の子供番鼠を通して行う

ユユ4

ことになった。この放送は，5年間続き，1950年

から1954年にかけて，「Orff Schulwerk－

Musik fiir Kinder（子どものための音楽）5巻」

が出版されたのである。

彼は，この時，ギュソクー学校での反省から，

「リズム教育は，思春期を過ぎたおとなになって

からでは遅い。子どもの時からやらなければだめ

だ。」ということに気づき，子どもの音楽教育に

おける基礎づくりに重点を置くようになった。そ

して，彼の音楽教育理念の核として，従来の，音

楽と運動を結びつけたリズム教育に，さらに，

「言葉」の必要性を打ち出したのである0つまり，

「言葉」のリズムを入れた指導を取り入れたので

ある。†言葉」によるリズム指導の大切さを，オ

ルフは，「シュールヴェルク第1巻」の中で，次

のように述べている。

「すべての音楽の練習の開始においては∴リズ

ムに関することも，メロディーに関することも，
鼓3）

話し方の練習に根ざしている。」

2　シュールヴェルクの教育的意義

オルフの「シュールヴェルク」は，「Musik

far Kinder」全5巻と，「Jugend musik」から

成っている。

「乱加sik fiir Kinder」の内容から，この作品

のもつ教育的意義を探ってみたい。

第1巻は，3部（詩と遊びの歌，リズム練習と

メロディー練習，器楽曲）からなり，前述したよ

うに，オルフの教育理念の一つである「言葉」や，

あそび歌によるリズム練習から出発している。こ

れらの練習曲は，2音による呼び声メロディから

始まり，1音ずつ拡大され，5音音階（Fanft0－

nraum）に連する。この段階では，子どもにと

って，最も自分の表現がしやすいようにとの配慮

から，5音の範囲に限られている。

ここで，「シュールヴェルク第1巻」の作品の

中の例をあげてみよう。
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表1　Musik f弘r Kinderの内容

I．Im Ftinftonraum

l．Reime und Spiellieder

2．Rhythmischqmelodische Ubung

3．Spielstiicke

Ⅱ．Dur：Bordun－Stufen

l．Bordun（mit SeChs T8nen，mit sieben

T6nen．）

2．Stufen（Die erste und die zweite Stufe．

Die erste und sechste Stufe．）

Ⅲ．Dur：Dominanten（Die fiinfte Stufe，And－

ere Tonarten，Die vierte Stufe，

Mit Septen und Nonen．）

N．Moll：Bordun－Stufen

l．Bordun（Aeolisch，Dorisch，Phrygisch）

2．　Stufen（Die erste und die siebente Stu－

fe，Die erste und dr主tte，und andere Stu－

fen．）

Ⅴ．Moll：Dominanten（Die fiinfte Stufe ohne

leitton，Die fGnfte Stufe mit Lei－

tton，Die vierte Stufe，Zum BescE

hluβ）

RhythmischqmelodischetJbung（Ⅱ）

（Rhythmen zum Ausarbeiten，

ZweiT急nze，Sprechs七色cke，Rezi－

tativ）

Finale

楽譜11．Kuckuck

楽譜2　49LirumIarumLBffelstiel

楽譜312．IsteinManninBrunnengfalln

第2巻では，伴奏塾にBordunとStufenを

用い，単純な多声音楽を子どもたちに無理なく作

り出せるように配慮している。音は7音まで拡大

される。

第3巻では，4度，7凰　9度音程があらわ

れ，他の調も扱っている。オルフ楽器の特性を生

かして，木琴や鉄琴の音板を置き換えることによ

り，新しい調への発展は，容易である。ここで

は，ドミナソトが導入され，それによって，機能

和声の領域へと導かれるが，練習過程において，

和声的なものを用いるよりも，対旋律的なバスの

動きに注意するという方法をとっている。

第4巻，第5巻は，短調に基づき，教会旋法が

用いられたり，ドミナソトが導入される。Spre－

ChchorやReziはtivを伴う作品も見られる。

これら5巻からなる作品については，純粋な券

楽曲として受けとめるのでほなく，教育用作品と

して取り扱うことが大切である。この作品を演奏

することにより，一楽器を使い，「言葉」を使い，

「動き」のリズムを伴ったアソサソブルが可能で

ある。また，「言葉（Sprache）や「動き（Be－

Wegung）」を伴う・活動によって，子どもたちの

内面的な音楽をよびきますことは，オルフのいう

ところの「エレメソタールな音楽」の中の大切な

要素である。

「Musik fiえr Kinde」‾で使われている「言葉」

は，ローカル色の強いものであり，ギリシア神話

にまつわるものや，叫び声，意味をもたないよう

なものまで使われている。それらは，メロディッ

クな歌以前のもの，つまり，「語り」から出発し

ているのである。

また，使用される楽界は，子どもが使いこなせ

る楽器，つまり，一つの道具として扱われてい

る。それらは，作られる音ではなく，作る音をね

らったものであり，音楽作りがしやすくなってい

る。身体を楽器の一部分として用いることは，音

楽に対して身体で反応することであり，動きのあ

るリズム教育を考えるとき，考案されたオルフ楽

界とともに，意義深いものである○

音楽の様式の面からみると，オスティナート，

ボルドゥーソなど，古い様式を一貫して用い，メ

ロディーやリズムを繰り返すことにより，その音

楽を強く印象づけている。また，即興演奏を用い
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ていることは，子どもの創造性を伸ばすために，

大きな役割を果たすものである。

ここに，オルフが，我々に大きな示唆を与えて

くれるところのことばをあげておこう。

「子どものための音楽目的は，すべての子ども

たちの音楽の水準の向上にあります。私のやって

いることは一つの試みですから，それを参考にし

て日本のものを作りあげていただきたいと思いま
註4）

す。」

Musik ftirKhderは，ドイツの子どもたち

のために書かれたものである。したがって，オル

フの言うように，この教育作品は，日本の音楽教

育界にとって，日本の子どもたちのための音楽教

育を見直すための，一つのきっかけになったとも

いえよう。

Ⅱ　C．オルフの教育理念に基づく幼児のリズム指

導

これまでに，オルフの音楽教育について述べて

きたが，その教育理念に基づいた幼児のリズム指

導を考えてみたい。

1　領域「音楽リズム」の解釈の仕方

現行の幼稚園教育要領（昭和39，3，23文部省

告示）には，幼稚園教育の目標を達成するための

指導の望ましいねらい≒して，健嵐　社会，自

然，言語，音楽リズム，絵画製作の六つの領域が

示されている。これらは，それぞれ，全く別個に

指導されるものではなく，相互に密接な関連があ

り，幼児の具体的，総合的な経論や活動を通して

達成されるべきものであること，そして，幼稚園

教育の特質に基づき，各領域は，小学校における

各教科とその性格が異なるものである，と示され

ている。

ここで，6領域の一つである「音楽リズム」の
鼓5）

とらえを明らかにしておきたい。
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「音楽リズム」という言葉は，曖味なとらえの

まま，使用しがちであるが，この言葉は，小t中

・高校では使われず，幼稚園のみで使われている

言葉である。

では，なぜ，幼稚園では「音楽」という言葉を

重ねて，「音楽リズム」という言葉を使っている

のか，という疑問が出てくる。

言葉の解釈からすると，「音楽リズム」の「リ

ズム」という言葉は，音楽の3要素（メ　ロディ

ー，ハーモニー，リズム）の一分野としてのもの

であると受けとれる。しかし，この「リズム」と

いう言葉は，例えば，子どもの歌や遊びの中に，

自然にあらわれる，いわゆる「動きのリズム」と

いう意味に解釈しておきたい。

幼児の発達の特徴の一つとして，感覚が未分化

であるということがあげられる。したがって，そ

の表現は，さまざまな感覚が入り混じることがあ

り，音楽と動きの表現においても，未分化な状態

であらわれる。

例えば，音楽を聴いて，全身で反応しようとし

たり，遊びの中に，無意識に，動きを伴う歌を取

り入れて活動している場合などに見られる。

このように，幼児にとって，音楽と動きは，お

互いが誘発し合うものであり，切り離してとらえ

たり，指導することは，困難であるた軌　このよ

うな解釈が，適当と患われる。

2　領域「音楽リズム」に．おけるリズム指導の

あり方

（1）オルフの教育理念を生かした指導

幼稚園教育要領には，領域「音楽リズム」に属

するねらいとして，次の26事項および，それらを

整理した4事項があげられている。

1　のびのびと歌ったり，楽器をひいたりして

表現の喜びを味わう。

（1）いろいろな歌を歌うことを楽しむ。

（2）みんなといっしょに喜んで歌い，ひとり
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でも歌える。

（3）すなおな声，はっきりしたことばで音程

やリズムに気をつけて歌う。

（4）カスタネット，タソプリソ，その他の楽

器に親しむ。

（5）曲の速度や強弱に気をつけて楽器をひ

く。

（6）みんなといっしょに喜んで楽器をひく。

（7）役割を分担したり，交替したりして楽器

をひく。

（8）楽券をたいせつに扱う。

2　のびのびと動きのリズムを楽しみ，表現の

喜びを味わう。

（1）のびのびと歩いたり，走ったり，とんだ

りなどして，リズミカルな動きを楽しむ。

（2）手を打ったり，楽器をひいたりしなが

ら，リズミカルな動きをする。

（3）曲に合わせて歩いたり，走ったり，とん

だりなどする。

（4）歌や曲をからだの動きで表現する。

（5）動物や乗り物などの動きをまねて，から

だで表現する。

（6）リズミカルな集団遊びを楽しむ。

（7）友だちのリズミカルな動きを見て楽し

む。

3　音楽に親しみ，聞くことに興味をもつ。

（1）みんなといっしょに喜んで音楽を聞く。

（2）静かに音楽を聞く。

（3）いろいろのすぐれた音楽に親しむ。

（4）友だちの歌や演奏などを聞く。

（5）音楽や曲の感じがわかる。

（6）日常生活において音楽に親しむ。

4　感じたこと，考えたことなどを音や動きに

表現しようとする。

（1）短い旋律を即興的に歌う。

（2）知っている旋律に自由にことばをつけて

歌う。

（8）楽器を感じたままひく。

（4）感じたこと，考えたことを，自由にから

だで表現する。

（5）友だちといっしょに，感じたこと考えた

ことをくふうして歌や楽券やからだで表現

する。

上記のねらいを達成するための指導にあたって

は，幼稚園教育要領第1章「総則」にかかげられ

た基本方針の一つである「のびのびとした表現活

動を通して，創造性を豊かにするようにするこ

と。」と，深い関連を持っている。

そこで，幼児の創造性を伸ばすリズム指導の方

法について考えてみよう。

まず，「のびのびと表現の喜びを味わう」や，

「感じたこと，考えたことを，自由に，音や動き

に表現する」といったねらいは，非常に柔軟性に

富んだ，理想的な文章表現がなされている。した

がって，教師は，教材の選定や指導法の工夫をし

なければならないとともに，その工夫によって，

幼児が生きた音楽活動を経験することが可能かど

うかにかかわってくるのである。

リズム（Rhythmus）という言葉は，ギリシ

ア語のrheein（流れる）に由来し，字義どおり

に解釈すると，流れるもの，つまり，不断に継続
註6）

的なものということができる。リズムは，音楽の

中で，「時間的な流れを秩序づけるもの」として，

また，動きの中では，「時間の流れに空間の加わ

ったものを秩序づけるもの」として，最も大切な

要素である。

幼児の生活は，遊び続け，動き続け，疲れたら

眠るという，一つのリズムの流れの中にある。し

たがって，幼児のリズム指導においては，子ども

の本質である遊びの実態を把撞し，あくまでも，

子どもの持っている自分のリズムから，音楽的要

素を引き出してやるという姿勢が大切である。リ

ズムの形や拍子などを，大人の側から一方的に

「覚えさせる」ことではなく，「感じさせる」指

導が必要なのである。

以上のことがらを考えた時，オルフの教育理念
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には，非常に示唆に富んだ内容が含まれていると

いうことができる。つまり，幼児の中から無理な

くリズム感を引き出し，それを創造的な表現に発

展させるための理念に基づいた方法が工夫されて

いるのである。

創造性を伸ばす音楽活動としてのリズム指導を

考える時，最も重視したいのが，即興演奏やアソ

サソブルである。

幼児に自由な表現や演奏をさせる場合には，そ

の表現をするてだてを教えてやらなければならな

い。つまり，無から有を生み出すのでほなく，過

去の経験の中にある，ある形を，自分自身の形と

して作りかえていくことが，創造するということ

である。

オルフの教育理念による指導では，「言葉」や

「動き」を伴った遊びの中から，模倣させること

を出発点とし，問答遊びを通して，即興的なリズ

ム表現をする過程が見られる。子どもの興味や関

心など，多面的なとらえの中から，即興性，創造

性につながるリズム指導を考えているのである。

また，即興表現の指導において，留意しなけれ

ばならないのは，「心の解放」抜きには，効果的

な指導は望めないということである。アソサソブ

ルの中に，即興演奏を入れる場合には，オスティ

ナート伴奏として反復演奏の伴奏の支えのもとに

行なうと，安定感を持って自分の表現がしやすく

なるのである。また，アソサソブルを行なうこと

により，連帯意識とともに，個人の大切さ，つま

り，自分の演奏の大切さを感じることができるよ

うになる。

（2）幼稚園における実践研究の例

我が国にオルフの音楽教育が紹介されてから，

幼稚園教育の中では，その教育理念がどのように

実践に移されてきているであろうか。20年に渡

り，実践研究が行われている幼稚園の歩みを考察

しながら，オルフの教育理念を，幼稚園教育の場

において，どのように位置づけ，実践化していっ
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たらよいのか，考えてみたい。

武蔵野音楽大学付属幼稚園（第一，第二，第

三，武蔵野の4園）では，オルフの教育理念によ

る音楽の基礎指導を「音楽リズム」の領域に取り

入れることに関心を持ち，その実践研究を進めて

今日に至っている。

それぞれの園の教師は，その研修方絵として，

オルフ専門の講師から，実技および指導法につい

ての指導を受け，日常の保育での実践から生じた

疑問や反省は，次の研修会の機会に講師の指導を

受ける，といった方法をとっている。

また，その実践研究の経過は，昭和39年のオル

フ研究全国大会をはじめとして，昭和40年から59

年に至るまでに，計11回のオルフ研究発表会にお

いて発表がなされている。

ここでは，第－，第二幼稚園の研究発表資料を

もとに，幼稚園でのオルフの教育理念のとらえ方

とその実践を，扱った題材や指導目標の面から考

察してみた。

昭和39年から昭和59年までの研究保育における

「題材」および「目標」に．見られる変化を追って

みると，3期に分けることが可能であると思われ

る。

〔第1期〕昭和39年～昭和44年

オルフの教育理念を実践に取り入れた初期であ

り，教師自身も，手さやり状態の中で研究を進め

ている。題材としては，日本版「子どものための

音楽I a，Ib」の使用から始めており，楽器に

よる指導に重点が置かれている。この間に行われ

た研究保育16クラスの中で，題材に，曲名そのも

のが使われているクラスが12クラス（75％）で，

残りは，活動内容となっている。また，目標の中

に，「リズム感の指導」および，それに関連した

言葉が含まれているものが，12クラス（75％）見

られる。

〔第2期〕昭和45年～昭和49年

音楽の基礎指導ということに重点が置かれてい

る。そのため，ことばや動きによる即興表現の指
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導を重視している。題材の中では，ことばの遊び

やシュプレヒコール，身体活動を通しての表現匿

関するものが全体を占め，それらの活動を通し，

音楽的な感覚を伸ばし，創造的意欲を高めること

が目標とされている。

〔第3期〕昭和50年～昭和59年

保育の中で，特別なものとなりがちなオルフの

指導を，日常保育における既存の活動と結びつ

け，定着させるための指導が行なわれている。そ

して，そこから発展し，オルフの指導は，「音楽

リズム」の領域のみにとどまらず，6領域のあり

方や内容的な面での結びつきを考えた目標が設定

されている。

以上，20年に渡る実践の経過をたどってみる

と，そこに，オルフの音楽教育理念の奥深さ，隔

広さを見ることができる。

オルフの音楽教育理念による「エレメソタール

な音楽」は，音楽単独ではありえず，「言葉」や

「動作」を伴うものであることは先に述べたが，

幼児の音楽指導においても，「言葉」や「動作」

は，切り離すことができないものであり，オルフ

の重視している幼児期のリズム指導にとっても，

同様のことが言える。

（3）指導過程計画

指導計画の例を，ここに紹介しよう。（表2）

Ⅲ　リズム指導の実践についての基本的な考え

方

A．「言葉」によるリズム指導

第1章で述べたように，オルフほ，「音楽の練

習は，言葉の練習から始めるべきである」と言っ

ている。「青菜」は，リズム指導を行う上で，最

も身近で具体性を持った素材である。この素材

の，音楽表現における取り扱いについて述べてみ

たい。

「言葉」本来の役割は，意志や感情の表現と伝

連にある。「言葉」と「音楽」は，その表現の原

理においてほ，同一であるといえる。

特に，身近なことばを用いてのリズム指導は，

その指導内容や方法を工夫することにより，幼児

の発達段階に即し，日常生活と関連を持たせるこ

とができるので，抵抗を少なくし，「言葉あそび」

という形の中で，楽しく行うことができる。

次に，その指導の過程に沿って，それらの指導

目的と注意事項をあげてみたい。

①　「言葉」の模倣

聴覚的な模倣による指導は，幼児期の子どもの

指導によく見られる方法であり，音韻を誇張し

て，ゆっくり，はっきり，フレーズを考えて練習

する。

㊥　「言葉」による問答あそび

日常，行っている，「言葉」で問を出し，答え

るという方法を，即興表現として意識付けるので

ある。そこから，子どもの持っている素朴な音楽

的要素を引き出し，リズム感やフレーズ感を身に

つけさせる。

③　「言葉」によるロソドあそび

問答あそびの発展したもので，クラス全員が，

「言葉」による即興表現を使って参加できるとこ

ろが，おもしろい。

④　「言葉」によるカノソあそび

クラス全員が一定のリズムで言葉を唱えられる

ようになったら，1小節おくれ，2小節おくれな

どのカノソ練習を行ってみる。また，3部，4部

のカノソにしてみるのも，楽しい。

㊥　簡単なシュプレヒコール

「言葉」による練習の発展の渡後として，「言

葉」によるコーラスが考えられる0詩を用いて，

全員で声をそろこて唱え，斉唱からカノソへ，ま

た，オスティナート，打楽界の伴奏などを加えて

発展させることができるo

B．「動き」によるリズム指導

子どもの生活は，ほとんどが，遊びで占められ

ている。「動き」のリズム指導を行う際には，こ
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表2　「言葉」と「動き」による指導計画

こ　　　　と　　　　ば
動　　　　　　　　　き

1．ことばさがし

①身のまわりのことばから、1文字、2文字、3

文字、4文字のことばをさがす。

〔例〕は、かき、いちご、あさがお・………・・・‥

②複雑なリズムのことばをさ

〔例〕かけっこ、コロッケ 舘♪
2．ことばあそぴ（唱えてあそぶ）

〔例〕強弱，高低　速い遅い，スタッカート，
レガート

3．ことばの問答あそび

〔例〕・「○○ちゃんのすきなたべものなあに7」
・「○○ちゃんのすきなのりものなあに？」

・「○○ちゃんのおとしはいくつ？」

これらの間に対して答える。

4．ことばとリズム

∴誉言二∵苫㍉十
・2文字のことば（うめ、なし）月

・3文字のことば（たまご、すいか）m

・4文字のことば（ひまわり、あさがお）JTココ

○拍子の感覚を身につける

〔例〕÷黒Jま畏服gl班JJ
5．やさしいシュプレヒコール

〔例〕○払）と（B）のグループに分かれて同時に言って

6．ことばのロンド

○身近なことばを利用してロンドの形であそぶ。

A－B－A－C－A一・・‥・‥・・・・・

〔例〕A：きいた、さいた、何のはながさいた
B、C・‥：チューリップ、タンポポなど、即

興的にことばを入れていく。

7．ことばのカノン

02～4グループに分かれて、ことばの追いかけ

っこをしてあそぶ

01小節、2ノJ、節おくれで入ってみる。

かか－いどんぐり匝っけたよき

かわいいどんぐり

おもしろいとIl

ころころころころlおもしろいき

みつけたよさ　巨ろころころころ

○カノンの導入としての鏡あそぴ

〔例〕（1）首肯（羞会㌢，1畑

（2’季冬

（3）貿㌣
01人が動くのを見ながら、同時に、鏡に映って

いるように、まねをして動いていく。

7．即興的なカノンあそぴ

JJ刷JJJJJJJJJl∴鳥

〔例〕（手拍子）（前に歩く）（スキッ70で前進）（ひざをたたく）

・（足拍子）（翫歩く）鷹野り）（手拍子）

○教師対子ども、次に、子ども同士2人1組で行

なう。1小節，2小節おくれで動いてみる。

1．いろいろな基本的な動きをする。

歩く，走る，スキップ

（前後・左右・リズムの変化）

2．身体の反射反応的な訓練をする。
○動いていて、合図があったら、指示された形を

して止まる。
・身体の部分を床や友だち同士で、つけ合う。

3．身体の動きで表現する。

○身体で絵かきあそぴをする。
・手・足・頭・腰などを使う。

4．動きを使ってフレーズ感を身につける。

04相子2小節から4拍子4小節、さらに、いろ

いろな拍子に合わせて動く。

5．動きのロンド

01人またはグループで

A…・・……・決められた動き

B、C、……即興的な動き（楽器に合わせて）

6．動きのカノン

○カノンの導入としての鏡あそぴ

〔例〕（1）　QJ LP　　　（1人対，1人対

0打楽器を償っての問答あそぴや、わらペうたなどで、総合的なアンサンブルを楽しむ。

O「ことば」「動き」「リズム」を、テーマを決めて即興的に発展させ、一つのものにまとめ

る。
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の，遊びと結びついた自然な身体の「動き」に着

目し，それを，音楽と結びついた「動き」とし

て，意識化させることが大切である○　そのこと

を，最も良く表わしているオルフの言葉をあげて

みよう。

「こ研乳　上手に掃った子がいましたけれど

も，私のいう踊りというのは必ずしもああいうも

のを言っているわけではないのです。もっとプリ

ミティブなものでいいのです。だれでもが，簡単

にやれる素朴な子どもっぽい踊りがあるはずで

す。腐りというより遊びに近いもの－たとえば

鬼ごっこ，めかくしおに，じゃんけん，石けりの
紘7）

ようなものから発展したものでもいいわけですo」

次に，その指導目的と注意事項をあげてみた

い。

（1）基本的な「動き」

まず，「静止」している状態から，普通の歩き

方そして，無駄のない葉しい歩き方へと練習す

る。前亀左右に歩いてみる。後に歩く練習をす

るうち，いままでになかった勘がはたらくように

なり，人の気配に気付いて歩くことができるよう

に．なる。

リズムの変化に合わせて歩く場合は，次の柏を

予想しながら歩けるようにする。また，いろいろ

な拍子に合わせて歩く場合は，その拍子に合った

言葉を唱えながら練習すると，効果的であるロ

これらの練習方法は，走ったり，スキップをす

る時にも応用できる。

（2）形式や情景を考えた「動き」

①　模倣

鏡の中にうつった形と同じように，相手の動き

を同時に模倣するものと，手本になっている者の

動きと同じ動きを行う場合がある0簡単な動きか

ら，徐徐に複雑な動きを練習する○

⑦　問答

間に対して，よく合う答を即興的な動きで表現

する。即座に答として動けるようにし，徐徐に形

式感を身につけていく。

④　三部形式

亘一厘上垣lの形で，動きを考える0区は回2

グループに分かれてもよいし，同の部分を一人が

行ってもよい。

④　ロソド形式

三部形式からの発展で，テーマ以外の部分は，

一人ずつが即興的に動くと，全員の動きをみるこ

とができる。

（労　力ノソ

一人ずつ，または，グループに分かれて，1小

節おくれ，2小節おくれなどで動いてみる。あま

り高度な動きでなく，簡単な動きで行ったほうが

よい。

その他，動物や乗り物の動きの模倣（実際にあ

るものの模倣），楽器を演奏しながらの動き，動

きのオスティナート作りなど，応用範囲は広い。

おわりに

幼稚園教育の車にオルフの音楽教育理念を位置

づける場合に，「音楽リズム」の領域が中心にな

ることは言うまでもない。しかし，これは，決し

て一つの枠の中へはめ込んだ特殊な指導を考える

のでほない。一歩，視野を広げてみると，他の領

域や幼児の日常生活，そして，遊びの中に，その

指導場面や材料が豊富に含まれており，それらを

多面的，総合的に取り入れることが可能である。

したがって，オルフの根本精神を理解するため

の正しい研究と指導を行うのであれば，幼稚園教

育において，オルフの教育理念に基づいたリズム

指導は，より柔軟性を持たせ，効果的に発展させ

ることが可能である。

本研究は，昭和60年度武蔵野音楽大学への内地

留学の際に行なわれたものである。

本論文作成にあたり，多くの有益な助言と示唆

を頂きました，武蔵野音楽大学の広瀬鉄雄教授に

深く感謝いたします。
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また，貴重な研究会発表資料を提供くださいま

した武蔵野音楽大学付属幼稚園の先生方，日頃の

実践を見学させてくださいました同大学付属音楽

教室の先生方に，深く感謝いたします。

註

1）これらの教育用楽器の製作（1930年）にあたり，

オルフは，ミュソへソの楽器製造者カール・メソト

ラーから多くの助言を受けている。

2）イソドのガムラソ音楽で用いられるガソバソ

（gambang）などからヒソトを得ている。

3）Carl Orff，GunildKeetmann：ORFF－SCHU－

LWERK，Schott，Main2；．1，ZweiterTeil（1954）

「AmBeginnallermusikalischen廿bung，der

rhythmischen wie der melodischen，Steht die

Sprechtibung．」

4）座談会　カール・オルフ氏を囲んで－子どもの

ための音楽について－音楽教育　小学版　音楽之

友社　東京　46ページ（1962、12）

5）保育所保育指針には，「音楽」という言葉が使わ

れているが，これも，「音楽リズム」と同様の扱い

としてとらえることができると思まっれる。

6）し．クラーゲス　杉浦実訳：リズムの本質，みすず

書房　東京　28ページ（1983）

7）註4）の45ページ
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